
　区では、災害時に近隣住民の一時避難先となる建物を「災害時地域貢献建築
物」として認定しています。認定を受けると、防災資機材等の購入経費の助成を
受けられます。

対 象 新耐震基準（昭和56年６月１日施行）を満たす、５階建て以上かつ延
床面積1000㎡以上の建築物

助成対象・割合 防災資機材等の購入費用の１／２（上限50万円）

問合せ ▶認定について……都市計画課都市計画担当　☎内線２８１３▶助成について……防災課防災事業係　　　　☎内線４１７

「災害時地域貢献建築物」に登録しませんか

東京マイ・タイムラインで避難計画を作成しよう
　東京マイ・タイムラインは、災害発生までの避難行動を時系列
に沿って記入することで、自身や家族の避難計画を作ることがで
きるツールです。作成例等は、荒川区ホームページで確認できま
す。

区役所３階防災課、各区民事務所　
※ 東京都ホームページ（https://www.bousai.metro.tokyo.
lg.jp/mytimeline）からもダウンロードできます

配布場所

指定があるもの以外は、防災課防災事業係　☎内線４１７問合せ

　避難行動を確認し、適切なタイミングで避難ができるようにしましょう。避難が遅れたときは高い建物へ避難する等、
状況に応じた避難方法も家族で確認しましょう。

▪５m以上 → ４階以上
▪３m ～５m未満 → ３階以上
▪0.5m～３m未満
▪０m～0.5m未満  → ２階以上

浸水想定を確認しましょう1-1CHECKCHECK✓✓

　避難場所は下表のとおりです。近隣の避難場所を確認しましょう。
※ ★は高齢者・障がい者・妊産婦・乳幼児の方の避難を優先する施設です

避難場所を確認しましょう1-2CHECKCHECK✓✓

　自宅にとどまる場合に備え、７日間以上を過ごせる量の備蓄
をしましょう。「日常備蓄（ローリングストック法）」が効果
的です。
□□ 飲料水（大人１人１日当たり３ℓ）
□□ 食料（大人１人１日当たり３食分）
□□  携帯トイレ（大人１人１日当たり５回分）
□□  生活用品（懐中電灯、カセットコンロ、ライター、ラジ
オ、モバイルバッテリ―、乾電池、ビニール袋、ティッシ
ュ、歯磨きセット、生理用品等）

備蓄をしましょう2-1CHECKCHECK✓✓

　ペットと避難場所に避難する場合は、水や餌、
ケージ等を持参し、避難場所では、動物アレルギ
ーの方等、周囲の方に配慮しましょう。また、事
前に浸水しない地域へのペットの避難も検討しま
しょう。
※ 避難できるペットの種類・スペースには制限があります問合せ 生活衛生課管理係

☎内線４２２

水害時の
ペットの避難

自宅で予想される浸水の深さと
浸水の恐れがない階層

前事 確認 準備・のの

地　区 施設名

町 屋

大門小学校
原中学校

★ 荒木田ふれあい館
第七峡田小学校

東 尾 久

第九中学校
赤土小学校
尾久小学校

★ 男女平等推進センター
★ 東尾久本町通りふれあい館

西 尾 久

尾久宮前小学校
★ 尾久ふれあい館
尾久八幡中学校
第七中学校
尾久西小学校
尾久第六小学校

★ 西尾久ふれあい館

東日暮里

★ 東日暮里ふれあい館
第三日暮里小学校

★ 夕やけこやけふれあい館
第二日暮里小学校
都立竹台高等学校
（東日暮里５-14-１）

★ ひぐらしふれあい館
日暮里サニーホール

西日暮里

ひぐらし小学校
諏訪台中学校

★ 諏訪台ひろば館
★ 西日暮里ふれあい館
第六日暮里小学校

地　区 施設名

南 千 住

第六瑞光小学校
瑞光小学校

★ 石浜ふれあい館
第二瑞光小学校

★ 南千住ふれあい館
都立荒川工科高等学校
（南千住６-42-１）

★ 南千住駅前ふれあい館
第三瑞光小学校
南千住第二中学校

★ 汐入ふれあい館
汐入小学校
汐入東小学校
第三中学校

荒 川

第一中学校
第三峡田小学校
第二峡田小学校

★ ゆいの森あらかわ
★ 峡田ふれあい館
生涯学習センター・
教育センター
峡田小学校
第九峡田小学校
第四中学校

★ 荒川山吹ふれあい館

町 屋

★ 町屋ふれあい館
第五中学校
第四峡田小学校
第五峡田小学校

※第一日暮里小学校は、水害時の避難場所として指定していません

Start
YES NO

「警戒レベル３ 高齢者等避難」
発令後、避難しましょう3CHECK

「警戒レベル４ 避難指示」
発令後、避難しましょう3CHECK

　西日暮里３・４丁目の一部地域では、土砂災害が
発生する可能性があります。「荒川区土砂災害ハザ
ードマップ」等で避難の流れを確認しましょう。

　荒川が氾濫した場合でも避難場所への避難は不要
です。

自宅にとどまりましょう

　日ごろから、自宅にとどまる場合に備え、７
日間以上を過ごせる量の備蓄をしましょう。

　浸水の恐れがない地域へ避難する「広域避難」が
有効です。大型台風等で交通機関に影響が出る前に
行動しましょう。

親戚・知人宅等に避難しましょう

 　すぐに避難ができるよう、事前に非常用持ち
出し袋を準備しましょう。

親戚・知人が浸水の恐れが
ない地域にいますか？

CHECK 1-1
自宅・居住する建物に浸水
の恐れがない階層がありま
すか？

●高齢者
●障がい者

●妊産婦
●乳幼児　等

自分または一緒に避難する
方は避難に時間がかかりま
すか？

自宅が浸水の恐れがない地
域にありますか？
※ 自宅の浸水想定をハ
ザードマップ（右の二
次元コード）で確認
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情報収集の方法を確認しよう
　水害時に、避難情報や避難場所の開設情報等を発信します。

対 象

区内在住で、世帯全員がスマートフォンを所持
していない、次のいずれかに該当する世帯
▶ 視覚または聴覚障がいの記載がある身体障害
者手帳を持っている方がいる
▶ 65歳以上の方のみで構成されており、世帯
の全員が特別区民税・都民税非課税である

申請書の
配 布

区役所３階防災課・１階障害者福祉課、各区民
事務所、荒川区ホームページ

申込み
※ 持参の場合は、各区民事務所、障害者福祉課でも可

持参・郵送で、申請書を、〒116-8501（住所
不要）荒川区役所防災課防災管理係

災害情報受信機（タブレット端末）を
貸し出します
　スマートフォン等がなく、情報を
受け取りづらい世帯に、防災行政無
線で放送した緊急情報を聞くことが
できるタブレット端末を無料で貸し出します。

災害レベル５

災害発生

！

問合せ 防災課防災管理係　☎内線４９７

指定があるもの以外は、防災課防災事業係　☎内線４１７

　避難行動を確認し、適切なタイミングで避難ができるようにしましょう。避難が遅れたときは高い建物へ避難する等、
状況に応じた避難方法も家族で確認しましょう。

　自宅にとどまる場合に備え、７日間以上を過ごせる量の備蓄
をしましょう。「日常備蓄（ローリングストック法）」が効果
的です。
□□ 飲料水（大人１人１日当たり３ℓ）
□□ 食料（大人１人１日当たり３食分）
□□  携帯トイレ（大人１人１日当たり５回分）
□□  生活用品（懐中電灯、カセットコンロ、ライター、ラジ
オ、モバイルバッテリ―、乾電池、ビニール袋、ティッシ
ュ、歯磨きセット、生理用品等）

備蓄をしましょう

　日ごろから準備しておき、避難するときは持参しましょう。

非常用持ち出し袋を
準備しましょう2-2CHECKCHECK✓✓

□□ 貴重品
　 ▶現金　▶通帳　等
□□ 水・食料
　 ▶飲料水
　 ▶非常食　等
□□ 日用品
　 ▶ティッシュ　　▶マスク　等

□□ 医療品
　 ▶常備薬・処方薬
　 ▶消毒液　等
□□ その他
　 ▶衣類　▶ラジオ
　 ▶懐中電灯
　 ▶モバイルバッテリー　等

荒川区ＳＮＳ・メールマガジン・L
ラ イ ン

INE
公式アカウント

　災害時にテレビリモコンのⓓボタンを押すと、データ放送
で、区が発信する避難情報や避難場所の開設情報等を確認で
きます。また、ケーブルテレビ（11c

チャンネル

h）では、テロップ表
示で区からの情報を配信します。

テレビ

防災行政無線や安全・安心パトロール
カーによる音声放送

準備 備備えようえようにに水害水害でで

警戒レベルと
区の対応を
確認しましょう

「警戒レベル５緊急安全確保」
は、すでに災害が発生・切迫して
おり、命が危険な状態です。至
急、高い建物の３階以上に避難す
る等、命を守るために安全を確保
する行動をとりましょう

3CHECKCHECK✓✓

警戒レベル５
（緊急安全確保）

警戒レベル１
（早期注意情報）
台風接近等の注意喚起

警戒レベル３
（高齢者等避難）

警戒レベル４
（避難指示）

避難情報の発令

警戒レベル２
大雨注意報・
洪水注意報（ ）

● 広域避難や在宅避難の呼びかけ
●避難場所の開設

「警戒レベル３ 高齢者等避難」
発令後、避難しましょう

「警戒レベル４ 避難指示」
発令後、避難しましょう

　区が開設する避難場所
に避難しましょう。

CHECK 1-2

　西日暮里３・４丁目の一部地域では、土砂災害が
発生する可能性があります。「荒川区土砂災害ハザ
ードマップ」等で避難の流れを確認しましょう。

　荒川が氾濫した場合でも避難場所への避難は不要
です。

自宅にとどまりましょう

　日ごろから、自宅にとどまる場合に備え、７
日間以上を過ごせる量の備蓄をしましょう。

CHECK 2-1

　浸水の恐れがない地域へ避難する「広域避難」が
有効です。大型台風等で交通機関に影響が出る前に
行動しましょう。

親戚・知人宅等に避難しましょう

 　すぐに避難ができるよう、事前に非常用持ち
出し袋を準備しましょう。

CHECK 2-2

止水板設置費用を助成します
　台風や局地的大雨等の浸水被害から住宅等を守るために止
水板を設置する費用の一部を助成します。申請方法等の詳細
は、お問い合わせください。

問 合 せ 土木管理課管理係　☎内線２７１１

対 象
マンションの管理組合、住宅・店舗・事業所
※ 令和７年５月以降に建築された住宅等の管理組合・所有
者を除く

助成対象 ▶止水板を設置するための工事費
▶工事を伴わずに設置できる止水板の購入費

助 成 率
工事費・購入費の１／２（上限額150万円）
※ 「荒川区分譲マンションへの防災対策工事支援制度」の
助成を受ける場合は、工事費・購入費の２／３（上限額
150万円）

※ ダウンロードは無料です（通信費は本人負担）

　A
ア ッ プ

pp S
ス ト ア

tore、G
グ ー グ ル

oogle P
プ レ イ

layから
「荒川区防災アプリ」で検索または、
右の二次元コードからダウンロードし
てください。 ▲iOS用 ▲A

アンドロイド
ndroid用

利用方法

　防災行政無線で放送された緊急情報を、
文字・音声で受信できるほか、避難場所の
開設・混雑状況を確認できます。

荒川区防災アプリ

▲ 荒川区防災アプ
リのアイコン
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